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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成22年12月24日(2010.12.24)

【公表番号】特表2010-509103(P2010-509103A)
【公表日】平成22年3月25日(2010.3.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-012
【出願番号】特願2009-536480(P2009-536480)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/36    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＦＤ　
   Ｂ３２Ｂ  27/20    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月5日(2010.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　一つの実施形態は、０．１から２０質量％のタルクを含有する少なくとも一つのサブ層
及び少なくとも一つのコア層を含み、サブ層がコア層よりも低い融点温度を有する、ポリ
エステルフイルムである。そのフイルムが、６０°において１０から９０の光沢度を有す
ることが好ましい。そのフイルムが、１％から４０％のヘイズを有することが好ましい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　０．５から１５質量％のタルクを含有する少なくとも一つのサブ層及び、少なくとも一
つのコア層を含む二軸配向したポリエステルフイルムであって、
　該サブ層が該コア層よりも低い融点温度を有し、該フイルムが、二軸配向に続いて該タ
ルクを含有する該サブ層を部分的にのみ融解する熱処理温度で熱処理され、該フイルムが
５から４０％のヘイズを有し、該タルクを含有する該サブ層が６０°において１０から９
０の光沢度を有し、
　さらに、該フイルムがヘイズ転移温度を有し、該フイルムが該ヘイズ転移温度未満で熱
処理される、
　ポリエステルフイルム。
【請求項２】
　前記サブ層がポリエチレンイソフタレートを含む、請求項１に記載のポリエステルフイ
ルム。
【請求項３】
　前記サブ層が少なくとも２０質量％のポリエチレンイソフタレートを含む、請求項１に
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記載のポリエステルフイルム。
【請求項４】
　前記コア層がポリエチレンテレフタレートを含む、請求項１に記載のポリエステルフイ
ルム。
【請求項５】
　前記フイルムが少なくとも８５％の全光線透過率を有する、請求項１に記載のポリエス
テルフイルム。
【請求項６】
　前記コア層がタルクを含む、請求項１に記載のポリエステルフイルム。
【請求項７】
　前記サブ層が含むタルクの割合が前記コア層のタルクの割合に対して大きくなる、請求
項１に記載のポリエステルフイルム。
【請求項８】
　前記サブ層に堆積した金属層を更に含む、請求項１に記載のポリエステルフイルム。
【請求項９】
　前記サブ層に堆積したインク層を更に含む、請求項１に記載のポリエステルフイルム。
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